
高学年分科会 単元名「人物同士の関係を考えよう（仮）」「クルルとカララの関係を考え、まとめよう」（全８時間）単元構造 

        学習材「風切るつばさ」 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

単
元
の
学
習
課
題
：
ク
ル
ル
に
と
っ
て
カ
ラ
ラ
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
か
考
え
よ
う
。
（
仮
） 

ねらい：登場人物の心情の変化を捉えるために、様々な表現に着目することで、

表現の効果を認識し、自分も使ってみようという思いをもつ。 

出合う 親しむ 

評価規準                                   

指導に生かす評価 

（形成的評価） 

具体的な姿 

生かす 

知・技（１）オ 

思・判・表 C（１）エ 

主体的 

１出合い・課題設定 

物語を読み、感想を基に学

習課題を考える。

①題名「風切るつばさ」か
ら、どのような物語か考

える。 
②「風切るつばさ」を読み、 
登場人物や展開など、物

語の大まかな構成を確か
めたり感じたことを出し
合ったりして、単元の学

習課題を設定する。 
③初発の感想を書く。 
（心に残った・みんなで

考えたい・気に入った表
現） 

（１）オ 語彙 語感や言葉
の使い方 

〇言葉のもつイメージ 

・風 

・風切る 

・つばさ 

・風切るつばさ 

 

（１）言葉オ 語彙 語句と語句との関係 語句の構成  
〇心情を表す様々な語句について、似た心情を表す言葉、反対の心情を表す言葉に気付き、関係付ける。 
○慣用語、副助詞の効果に着目して心情を捉える。 

（１）言葉オ 語彙 語感や言葉の使い方 
○心情を表す様々な表現があることやそれらに着目して読むことにより人物の心情をより深く想像する。     
〇物語を象徴する言葉 

（２）情報ア 情報と情報との関係 原因と結果 
○出来事（原因）と中心人物の心情（結果）。出来事・人物の相互関係の変化（原因）によって中心人物の心情がどう変化したのか（結果）。   
（２）情報イ 情報の整理 情報と情報との関係付けの仕方 

○「表現と心情」「人物の相互関係の変化と心情の変化」などを関係付ける。  
○「対比」表現と関連付けて、中心人物の心情の変化を捉える。 

（１）オ 語彙 語感や言
葉の使い方 
〇言葉のもつイメージ 

・つばさ 
・みっともない、みじめ 
 雑音、いやだ、つらい 

 まい上がらない 
     ↕ 
 心地よい、リズム 

 力強い、ぐんぐんのぼる 

児
童
の
意
識 

学
習
活
動 

評
価 

知
識
・
技
能 

単
元
終
了
後
の
日
常
生
活
に
お
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

① 

登
場
人
物
の
心
情
を
捉
え
る
際
に
様
々
な
表
現
や
人
物
の
相
互
関
係
に
着
目
し
て
読
ん
で
い
る
。 

② 

表
現
の
工
夫
や
効
果
に
気
付
い
て
読
ん
で
い
る
。（
～
す
ら
・
～
で
さ
え
・
～
し
か 

言
葉
に
込
め
ら
れ
た
心
情 

対
比
） 

③ 

表
現
に
関
心
を
も
っ
て
語
彙
を
増
や
し
た
り
、
表
現
を
工
夫
し
て
話
し
た
り
書
い
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

思・判・表「読むこと」において、人物像や物語などの全体像を具体的に

想像したり表現の効果を考えたりしている。C（１）エ 

 〇副助詞の役割や効果、心情を表

す言葉の意味の理解を広げた
り深めたりしている。 

主進んで物語の全体像について描写を
基に捉え、学習課題に沿って、読み
取ったことを表現しようとしてい
る。 

 

〇友達と伝え合うことで、自分の考え
や着目した表現を振り返り、クルル
とカララの関係について考えたこ
とを書きまとめようとしている。 

知・技（１）オ 

主体的 

〇心情を表す言葉や文体、用いられている言葉による表現の効果

について考え、クルルの心情を具体的に想像している。 
 

〇クルルとカララの関係や変化の原因について表現に着目して考え、
物語の全体像を捉えている。 

 

知・技（１）オ 

主体的 
主体的 

知語句と語句との関係、語句の
構成や変化について理解し、語
彙を豊かにしている。（１）オ 

２見通し・課題追究① 

 
①感想を共有しながら読みの課

題を考える。 
【読みの課題】 
クルルは、なぜ飛べなくなり、 

なぜ飛べるようになったのか 

②学習計画を立て、単元名を付

ける。 

③人物相関図を描き、カララや

仲間との関係、それぞれの場

面での心情や人物像を整理す

る。（関係・人物像・心情） 

〇物語が進むにつれて人物同士の関係が変わっているなあ。 

〇「仲間」と「友達」が出てくる。「友達」は、カララのこと
だろうな。「友達も仲間も何もかもが信じられない」ってか
なり辛い状況だよね。 

〇「だれ一人、味方はいない」や「だれ一人、分かろうとしな
い」「たった一羽でいるしかなくなったみじめな自分」とい
う表現から、クルルの孤独や苦しさが強く伝わってくるね。 

〇
 

〇カララは、周りの様子を見て遠慮しちゃうところがある。仲

間と一緒に旅立ったけれど戻ってきてクルルのそばでじっ
と信じて待つっていう強さもあるんだな。 

〇キツネがカララを襲ったのがクルルが飛べるようになった

きっかけだけど、キツネが来なくてもカララがいたからもう
すぐ飛べたんじゃないかな。 

〇最後、一緒に南に飛んでいくところで、クルルとカララの関

係が元に戻った気がする。 

【読みの課題】 

クルルは、なぜ飛べなくなり、 

なぜ飛べるようになったのか 

①人物相関図を描き、カララや

仲間との関係、それぞれの場

面での心情や人物像を整理す

る。（関係・人物像・心情） 

②どのような表現に着目して相

関図を描いたのか、グループ

で共有する。 

③読みの課題に対する現段階で

の自分の考えを書く。 

３課題追究① 

登場人物の相互関係と中心人

物の心情の変化を捉える。 

【読みの課題】 

クルルは、なぜ飛べなくなり、
なぜ飛べるようになったのか 
①クルルが飛べなくなるまでの

出来事や周囲との関係の変化
に着目し、クルルの心情や心
情の変化を話し合う。 

②自分の考えをまとめる。 
 
【着目させたい表現】 

みじめ・みっともない雑音 
副助詞：～だまるしかなかった

カララでさえ 

    つばさの音すら 
 

４課題追究①    （本時） 

中心人物の心情や心情の変化を

捉える。（飛べなくなるまで） 

〇「だまるしかなかった」は、
だまる他にできることが無い

感じで、「だまった」は、だま
ることを自分で選んだ感じ。
「しか」があるのと無いのと

でずいぶん変わってくるな。 
〇「カララでさえ」から、自分
の味方だと思っていたカララ

までもが…とクルルのショッ
クと孤立した苦しさが伝わっ
てくる。 

〇うまくできない自分を「みじ
め」に思ったから「みっとも
ない雑音」に聞こえたんだ。

自分のことがどんどん嫌いに
なって自分を責めたから飛べ
なくなった。クルルはものす

ごく苦しかっただろうな。 
 

【読みの課題】 
クルルは、なぜ飛べなくなり、

なぜ飛べるようになったのか 
①クルルが飛べなくなってから
の出来事や周囲との関係の変

化に着目し、クルルの心情や
心情の変化を話し合う。 

②読みの課題に対する自分の考

えをまとめる。 
【着目させたい表現】 
対比：つばさの音・はばたき 

 

５課題追究①    

中心人物の心情や心情の変化を

捉える。

〇カララが何も言わずにただじ

っとそばにいたからクルルの
心がほぐれてきたんだね。 

〇「風を切るつばさの音が、こ

こちよいリズムで体いっぱい
にひびきわたった」からクル
ルの気持ちが前向きになった

ことが分かるね。 
〇「つばさの音」は、飛べなくな
ったところにも出てきた。そ

の時には「みっともない雑音」
って書いてあった。つばさの
音でクルルの気持ちを表して

いるんだ。 
〇クルルが「もちろんさ」と答
えて一緒に行ったのは、カラ

ラが「一緒に行ってくれるか
い」って頼んだからかな。 

【単元の学習課題】 
クルルにとってカララはどん
な存在か 

①クルルとカララの関係につ
いて改めて考え、自分の考
えをまとめる。 

②クルルにとってのカララの
存在について、グループで
話し合い、考えをまとめる。 

③ホワイトボードに人物相関図
を作り、発表の準備をする。 

【着目させたい表現】 

カララの行動・言葉 
 

６課題追究② 
人物の相互関係や中心人物に
とっての対人物の存在につい
て話し合う。 
 

〇カララは最初クルルが一人ぼっちになったときに助けなかっ
たよね。自分だったら、許せないかもしれないな。 

〇クルルにとってカララは、とっても大事な存在だよね。「カラ
ラでさえ」背を向けたからクルルは孤独になってしまったし、
自分を責めてしまったのだと思う。仲間が離れていてもカララ

が寄り添ってくれさえいたらクルルは飛べなくならなかった
かもしれない。        

〇カララが死を覚悟して寄り添ってくれたから心が解けて、カラ

ラが言ったから一緒に南に行こうと思ったんじゃないかな。他
のツルだったら行かなかったかもしれないよね。 

〇クルルとカララは友達だと思うけれど、「友達」というよりは

家族に近い存在なんじゃないかな。最後もキツネからカララを
助けたよね。何があってもカララは自分が守らなければならな
いと思っているんじゃないかな。どんな言葉で表せるかな。 

〇最後、一緒に南に飛んでいくところで、クルルとカララの関係
が元に戻ったと思っていたけれど、もしかしたら今回のことで
互いの大切さを実感して、更に関係が深まった気がするな。 

 

【単元の学習課題】 
クルルにとってカララはどん
な存在か 

①ワールドカフェ形式でそれ
ぞれのグループの考えを交
流し合う。 

②「クルルにとってのカララ
の存在とは、どのようなも
のか」を意識して、学習課題

に関する自分の考えをまと
める。 

【着目させたい表現】 

つばさ 
 

７課題追究② 
人物の相互関係や中心人物に
とっての対人物の存在につい
て話し合う。 

①各自の学習課題について

のまとめを読み合う。 
②物語の中で心に残った表
現やその効果を考える。 

 
③学習感想を書く。 
 ・表現の効果 

 ・物語を読むときに着目す
ること 

 

【着目させたい表現】 
風切るつばさ 
 

 

 

８課題追究のまとめ 

単元の学習を振り返り、表現

の効果について考える。

〇「つばさの音」の対比でク

ルルの心情を表している

から、「つばさ」という言葉

が心に残った。 

〇クルルがまた前を向いて

自信を取り戻したことを

表しているから「風切るつ

ばさ」が題名になったんじ

ゃないかな。 

〇副助詞や対比からも登場

人物の心情が分かると気

付いたよ。これからも意識

してみよう。 

〇人物の関係が変わること

で心情が変化したね。 

 

思・判・表「読むこと」において、人物像や物語などの全体像を具体的に
想像したり表現の効果を考えたりしている。C（１）エ 

 

知・技（１）オ 

主体的 

次単元の指導に生かす 

知・技（１）オ 

<語句をより理解するための方策> 
 
その語句の 

①有無 
②言い換え 
③経験の想起 

④辞書的な意味 


